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まずは⼤�が�わる�

ミライを�る「ゼロから�る⼒」を�どもに�る

保�者向け地域��て�援

やわたの�K I D S代�三浦�代



 ⽇�の�どもたちの⾃⼰肯��は国

�的にも�く、�来に�して�い不�

を�いている�向が顕著です。AIの�

頭、�型コロナウイルス�染��⼤や

ウクライナ��が�徴する�り、�た

ちが⽣きる�界の不��性は�々�ま

り、�々の不�は更に�くなっている

ように思われます。�どもの�来を�

じた⼤�は、��てや��への��を

��させています。�どもたちの�⽇

は��、�い事や�で埋め尽くされ、

�供の�ぶ�は街から消えつつありま

す。

 このような状況は、�当に�どもた

ちが不��な時代を�せに⽣きるため

の⼒を�んでいるのでしょうか。

 �たちの、�えは「No」です。�の

時代⾃ら�かな�⽣を�られるように

するためには、どのような状況でも⾃

�や周りを�せにできるモノコトを⽣

み�せるような⼒「ゼロから�る⼒」

が重�だと�えるようになりました。

2020年�川に任�団体「やわたの�

Kids」を立上げ、2020年度千葉�科

⼤��の地域�向活動助成を頂き、各

�⾯の研�や����を基に、この

「�る⼒」を�むプログラム「モリノ

テ」を�成し、��しています。

 ところが活動を�めていくにつれ、

この⼒を�く��に�付かせるために

は、⼤�の理�を�めることが不可�

と�えるようになり、2021年度保�者

向け��・�援活動を⾏いました。
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やわたの森KIDS
不��な時代に�かな�⽣を築く「ゼロから�る⼒」を��にとどけます

不��な時代、どのような状況

でも⾃�や周りを�せにできる

モノコトを⽣み�せるような

「ゼロから�る⼒」が不可�



 �たちが2021年度地域�向活動助成

の枠�みで�り�んだ活動は主に2�

野です。

１．令和の�児���査

２．��に基づく処�箋��

 それぞれの活動��と成果について

�下の�りご�告いたします。

１．令和の�児���査

 「�る⼒」の��的な��に��に

なるものは何か��たちはこれを理�

するために、まずは保�者たちの�児

や⽣活の状況を理�するための�査を

⾏いました。主に���査、�川�内

�での��て当事者（保�者、��て

�援などの活動に�わるNPO��者

等）へのインタビューを⾏いました。

 �果、⾒えてきたのは、�くの保�

者�が「��てとはこうあるべき」

「�がきちんと�てなければならな

い」「周りに�惑をかけてはならな

い」というプレシャーにさらされなが

ら⽇々⽣活をしている��でした。�

どもが、理想�から�れて失敗しない

よう、�惑かけることのないよう��

の��を�い����向に陥っている

保�者。不�・�配から、��てや�

�への��を必��上に�やす保�

者。いずれも、�たちがやわたの�

Kidsを立ち上げた時に持っていた問題

�識である、「⼤�による�どもへの

���による⾃律性の阻�」や、「�

どもが⾃由に��する⾃由時間の�

�」につながっているのではないか�

という��が�き�されました。これ

は、�⽶の研�で�らかになっている

「�どもの��⼒を�むためには⾃由

に��する時間が不可�」という事�

とは��の�向に�んでおり、�たち

は�めてこの問題への���を�めま

した。
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2022年度活動報告
「ゼロから�る⼒」を⼤�にも�けたい



２．��に基づく処�箋の��

  ⼀�、先の�査では保�者⾃�が

�み、不�の中で��てを⾏っている

状況も�き彫りになりました。そこで

やわたの�Kidsは、保�者を�援しつ

つ、「�る⼒」を��てや�びに�付

かせていくための�件として、�る⼒

への理�の向上に�え、現在不⾜して

いる�下の３つの「じ」を�り�すこ

とが必�だとの��を立てました。

① じかん�共働き、����の��

に�い、仕事、�事、�児に�しく、

⼤�⾃体も�しくなっている。

② じしん�保�者⾃体の⾃�・⾃⼰

肯��の��が、�どもには「こうあ

るべき」「こうなってほしい」という

理想�を��するように。�果、保�

者⾃�もしくはその��を受けた⼤�

たち（�や�い事の⼤�）による��

�の��の⼀つとなっている。

③ じゆう�上�のような「こうある

べき」といった価��、同�圧⼒から

の⾃由

 そして、①３つの「じ」を�り�す

ための保�者向け活動、�えて②「�

る⼒」への理�を�めるための活動の

2��に�り�みました。

①⾃�軸・⾃�時間を�り�す、周り

とのつながりと�い�野を持つ

 女性は��を�に、�な��の��

にさらされ、��とのつながりが減り

⾃�の�前ではない「〇〇ちゃんマ

マ」という�しい立場で��⽣活や�

との��が築かれるようになります。

�どもとの⽇々の⽣活、そして⾃�で

は⾃由に�びづらい�間��の中、

⾃��失状�になる女性も�なくない

と�われます。��て中に⾃�らしさ

を��することに�け⽬を�じる��

も�いのが事�ですが、先�的な保�

の現場では、⼀�時間�どもと�ごし

た�は��的に⾃�の時間をとりもど

すことが��な保�活動に不可�とさ

れるようになっています。

 やわたの�Kidsは、オンラインを活

⽤して、保�者が�末の�などの隙間

時間に⾃�らしさや⾃�をとりもどせ

るような�作、��・��活動に�り

�めるようなワークショップシリーズ

「��てに�く�ママのじぶん時間」

を立上げ�⾏し、盛況を期しました。

��者からは、その時間をゆっくり�

ごせただけでなく、その�も��的に

⾃�時間を�り、�果�どもに��を

もって�することができるようになっ

たとの�価を頂きました。

4



 また、地域の別団体と協⼒して、�

�て中の��向けオンラインおしゃべ

り�を開�しました。��ての⼀�的

な�みや、��てを円滑に�めるため

に必�な��との��や�事�担の�

�について気軽に�し�うことができ

ました。�には、��ての⼤先�や、

��を克服した��のある現�の��

なども��。��者からは、同じ立場

にある保�者と�せただけでなく、�

�な��者もいたため�⾓的な�点で

��的な��を⾏い、�体的なアクシ

ョンを持って�れたとの�想を得まし

た。

 この他、AI時代に必�な�⼒や�び

について�えるドキュメンタリー映�

「Most Likely to Succeed」の上映

�・���の開�（1⽉）、��て�

代が地域��とつながり���題の�

決に貢�するための�地づくりとして

の「ソーシャルビジネス���」など

を開�（�時）し、�の�がりづくり

に�り�みました。

②�る⼒を�む��て�援プログラム

 前�の�り、��てに�するプレッ

シャーや不�はともすると「�る⼒」

を阻�する��てを助�しかねませ

ん。そこで�たちは、保�者の理�向

上のため、これまでに⼩�⽣向けに⾏

っていた「ゼロから�る⼒」を�むプ

ログラム「モリノテ」（2021年度地域

�向活動助成を�じて開発）を⼤�向

けプログラムとして更�。まん��⽌

等重点措�等期間の��を受け⼿て助

成��期間�了�の3⽉に開�しまし

た。プログラム構成は�ども向け「モ

リノテ」と同�、�作をして発想を�

げ、やわらかくなった頭で���題に

�り�み、�決��についてのアイデ

ィアを�体的な�作で�現し発�する

というもの。�体的には、�体テーマ

を理想の��づくりと��し、��の

現状について�しく�える�を⾒た

り、⾃�らしさを�現する�札づく

り、�の��についての気持ちを⾒つ

めるワーク、理想の��について�し

�う円卓�論、⾃�の理想の��を�

る個�ワークと�作、���者に向け

た成果発��に�り�みました。��

者からは、「��という重�だが現状

�更は�しいと思い�んでいたトピッ

クにつき�し�い、�えを�理したり

⾃ら�決できることもあるということ

に気づくきっかけとなった」「��者

から�されたアイディアや�作はどれ

も個性的で�晴らしく、個を尊重する

ことの⼤切さにあらためて気づいた」

「�どもの�る⼒に��した」といっ

た、��な�⾒の��、モノコトを�

ることの⼤切さへの気づきを��した

とする�想が�く�せられました。
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 昨年度、�年度、やわたの�Kids

は、千葉�科⼤��、そしてその�⽣

さんたちの⼒をお�りしながら、�ど

もたちが不��な時代を�かに⽣きる

ためのプログラム作り、そして��を

�めることができました。�⽣さんた

ちは、�業�としてのマインド、ノウ

ハウ、あらたな�点を�えてくれ、

我々は彼らをボランティアではなく、

ボランティア+アントロプレナー（�

業�）＝ボラントロプレナーズと呼

び、相�として⼿を�んで�んできま

した。⼀�⼀�が⾃�らしさを発揮し

ながら、他メンバーの「個」を尊重、

�固なチームワークを�開し、柔�な

発想で��に�り�み、臨���にプ

ログラムを��。�どもたちの主体性

を尊重し、そっと「⼿を�して⽬を

離さず」�押しする。このような�を

⾒た�たちは、�間が持つ物事を成し

�げるポテンシャルのすばらしさに�

めて�動するばかりでした。

 2021年5⽉、�たちの仲間だった鈴

⽊��君（当時3年⽣）が��されま

した。ボラントロプレナーの�徴的�

在、優�でモチベーションも�く、仲

間想いの�晴らしい⻘年の��にスタ

ッフ⼀同�い�しみの⽇々を�ごしま

した。しかしながら、�された仲間は

⼿を�り�い�を�め、彼は�も�た

ちと共に「モリノテ」を作り、背中を

押してくれています。このかけがえの

ないご�をくださった�⼤他��に�

�の気持ちをお�えするとともに、�

き�き地域と�る⼒の��に��した

く�じます。�当にありがとうござい

ました。

   やわたの�Kids代� 三浦�代
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商大学生さんと築く未来
「ゼロから�る⼒」を��に�付かせるソーシャルビジネスとして


